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論文内容の要旨
【緒言】
　2011年から我が国の疾患別死亡原因の第3位が肺炎となっており、肺炎で入院した高齢者
の6割が誤嚥性肺炎とされる。誤嚥性肺炎は誤嚥が原因となるので、摂食嚥下障害の関わり
が非常に大きく、脳卒中に起因する摂食嚥下障害は多い。摂食嚥下運動に関しては伝統的
に4期モデルが提唱されてきたが、4期モデルで説明されるのは実際には1口嚥下（discrete 
swallow）の場合であり、咀嚼を伴う咀嚼嚥下（chew-swallow）を説明するために新たにプロ
セスモデルが提唱された。これまで1口嚥下が誤嚥に関与する因子に関してはいくつか報告
があるが、咀嚼嚥下に言及している報告は渉猟した範囲ではみられなかった。
【目的】
　本研究の目的は、脳卒中患者において咀嚼嚥下時と1口嚥下時に誤嚥に関与する因子を求
め、両者を比較することである。
【対象】
　2007年1月～2015年8月までに、摂食嚥下障害を疑って施行した嚥下造影検査（VF）中に、
座位またはリクライニング60°で頭部回旋なしにMX（コンビーフ4g+液体5mlの混合物）と
LQ（液体10ml）の両者の嚥下を行った脳卒中患者181例を対象とした。平均年齢は68歳、標
準偏差は12歳であった。
【方法】
　MXとLQそれぞれについて、誤嚥しなかった症例と誤嚥した症例とを比較した。次に、
喉頭侵入しなかった症例と誤嚥した症例とを比較した。さらに、MXとLQのいずれも誤嚥
がなかった症例を比較した。毎秒30フレームで録画されたVF動画をリハビリテーション科
医師2人が解析した。評価項目は、a penetration aspiration scale（PAS），口腔残留，喉頭
蓋谷残留，梨状窩残留，咽頭残留，舌骨挙上，喉頭挙上，嚥下反射中の喉頭閉鎖，鼻咽
腔・咽頭口腔・食道咽頭のいずれかの逆流，喉頭蓋の動き，嚥下反射開始時の食塊先端部
位，嚥下移送時間，嚥下反射開始までの時間とした。MXについては、咀嚼も評価した。本
研究は、藤田保健衛生大学医学部部倫理委員会で審査され、承認を受けた。
【結果】
　リハビリテーション科医師2人の検者間一致率は比較的良好であった。MXでは、誤嚥し
た症例では誤嚥しなかった症例よりも喉頭蓋谷残留が多く、舌骨挙上が不良で、嚥下反射
中の喉頭閉鎖が十分でなく、咀嚼が不良の症例が多かった。喉頭侵入しなかった症例との
比較では、上記に加えてさらに咽頭残留が多く、喉頭蓋の動きが不良で、嚥下反射開始時
の食塊先端部位が深く、嚥下移送時間、嚥下反射までの時間が長い症例も誤嚥が有意に多
かった。LQでは誤嚥した症例は誤嚥しなかった症例、喉頭侵入しなかった症例よりも嚥下
反射中の喉頭閉鎖が悪く、喉頭蓋の動きが不良で、嚥下反射開始時の食塊先端部位が深く、
嚥下移送時間、嚥下反射までの時間が長かった。また、MXとLQの比較では、MXにおい
て嚥下反射開始時の食塊先端部位がLQよりも深く、嚥下移送時間、嚥下反射までの時間も
長かった。
【考察】
　誤嚥に関与する因子のうち、MXとLQで共通する因子は嚥下反射中の喉頭閉鎖であった。
同一症例では口腔内、咽頭内通過時間以外はMXとLQで諸器官の動きの差はないが、誤嚥
に関与する因子が異なるため、MXのみ、あるいはLQのみで誤嚥が生じる場合があると推
察された。
【結語】
　本研究は、咀嚼嚥下が誤嚥に関与する因子を初めて明らかにし、1口嚥下との違いを比較
した重要な研究であり、今後の誤嚥の予防、さらには誤嚥性肺炎予防の研究発展に大きく
寄与すると考える。
論文審査結果の要旨
　近年、咀嚼嚥下時と1口嚥下の生理学的モデルは異なることが指摘されている。本研究で
は、脳卒中患者の誤嚥に関連する運動学的指標を咀嚼嚥下時と1口嚥下時で比較している。
　摂食嚥下障害を疑って施行した嚥下造影検査において、混合物の咀嚼嚥下と1口嚥下の両
者を行った脳卒中患者181例を対象とし、摂食嚥下を専門とするリハビリテーション科医師
2人が運動学的指標を解析し、検者間一致率は良好であった。
　咀嚼嚥下では、誤嚥例で非誤嚥例より嚥下反射中の喉頭閉鎖と喉頭蓋反転が不良であっ
た。非喉頭侵入例との比較では、誤嚥例は、喉頭閉鎖が不良で食塊先端が梨状窩底に達し
てから嚥下反射開始までの時間が遅かった。1口嚥下では、誤嚥例は、非誤嚥あるいは非喉
頭侵入例と比較して、喉頭閉鎖が不良で嚥下反射開始時の食塊先端位置が深かった。咀嚼
嚥下と1口嚥下の比較では、口腔内、咽頭内通過時間以外は諸器官の動きに差がなかった。
　以上より、咀嚼嚥下と1口嚥下では運動学的誤嚥関与因子が異なるため、臨床上、両者の
誤嚥条件に相違があることが示唆された。
　1口嚥下との比較により、咀嚼嚥下での誤嚥関連因子を初めて明らかにした本研究は、今
後の誤嚥予防、さらには誤嚥性肺炎予防の研究発展に大きく寄与するものであり、博士論
文に十分に値すると評価された。
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